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は
じ
め
に

明
治
四
三
年
五
月
に
検
挙
が
始
ま
り
、
翌
四
四
年
一
月
に
一
二
名
が
処
刑
さ
れ
た
大
逆
事
件
は
、

日
本
中
を
震
撼
さ
せ
、
思
想
・
言
論
の
自
由
に
対
す
る
規
制
を
加
速
さ
せ
た
事
件
で
あ
る
。
当
時
、

作
家
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
い
た
夏
目
漱
石
は
、「
修
善
寺
の
大

（
１
）

患
」
の
な
か
に
あ
っ

た
と
は
い
え
、
こ
の
事
件
に
対
し
て
発
言
や
行
動
を
し
な
か
っ
た
の
か
。
こ
の
こ
と
は
、
漱
石
と

そ
の
文
学
を
語
る
う
え
で
混
迷
し
て
い
る
争
点
の
一
つ
で
あ

（
２
）

る
。

こ
の
問
題
は
、
漱
石
の
残
し
た
言
葉
を
同
時
代
の
出
来
事
や
新
聞
・
雑
誌
記
事
等
の
言
説
の
な

か
で
捉
え
直
し
た
と
き
に
、
一
つ
の
糸
口
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
大
逆
事
件
以
降
の
出

来
事
や
、
そ
の
前
後
の
新
聞
・
雑
誌
記
事
を
探
っ
て
み
る
と
、
漱
石
の
講
演
記
録
「
私
の
個
人
主

義
」
に
は
、
大
逆
事
件
と
そ
の
後
の
時
代
へ
の
抵
抗
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
大
正
四
年
三
月

に
お
こ
な
わ
れ
た
衆
議
院
選
挙
に
立
候
補
し
た
馬
場
孤
蝶
を
応
援
し
、
こ
の
講
演
記
録
を
『
孤
蝶

馬
場
勝
彌
氏
立
候
補
後
援
現
代
文
集
』（
大
四
・
三
・
一
二
、
実
業
之
世
界
社
、
以
下
『
現
代
文

集
』）
に
掲
載
し
た
行
為
と
、
そ
の
な
か
で
自
ら
を
「
個
人
主
義
だ
と
公
言
し
て
憚
ら
な
い
」
と

述
べ
る
発
言
に
、
漱
石
の
抵
抗
が
表
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
私
が
、
当
初
は
漱
石
と
関
係
の
無
か
っ
た
事
柄
を
辿
っ
て
い
る
う
ち
に
見
え
て
き
た
こ

と
で
あ
る
。
ま
ず
そ
の
経
緯
を
簡
略
に
述
べ
、
漱
石
が
『
現
代
文
集
』
に
掲
載
し
た
行
為
を
考
え

る
。
そ
の
後
、
当
時
の
雑
誌
・
新
聞
記
事
を
探
り
、「
私
の
個
人
主
義
」
を
捉
え
る
こ
と
と
す
る
。

一

こ
れ
ま
で
私
は
、
馬
場
孤
蝶
と
与
謝
野
寛
の
、
大
正
四
年
三
月
の
衆
議
院
選
挙
立
候
補
を
中
心

に
、
当
時
に
お
い
て
も
大
逆
事
件
の
傷
跡
が
作
家
た
ち
に
残
っ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
、
事
件
と
そ

の
後
の
発
禁
強
化
に
抵
抗
す
る
大
勢
の
作
家
や
思
想
家
た
ち
が
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か

の
論
文
を
書
い
て
き
た
。

与
謝
野
寛
の
立
候
補
に
際
し
、
与
謝
野
晶
子
は
選
挙
資
金
を
得
る
た
め
に
紀
州
新
宮
を
訪
れ
る
。

そ
の
時
中
心
と
な
っ
て
晶
子
の
世
話
を
し
た
の
は
、
大
逆
事
件
で
奇
跡
的
に
生
き
残
っ
た
牧
師
で

作
家
で
も
あ
る
沖
野
岩
三
郎
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
晶
子
が
事
件
で
犠
牲
に
な
っ
た
大
石
誠
之
助

の
遺
族
宅
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
、
沖
野
宛
晶
子
書
簡
に
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

（
３
）

る
。
寛
、
そ
し

て
寛
に
立
候
補
を
勧
め
た
孤
蝶
の
立
候
補
の
動
機
に
も
、
大
逆
事
件
に
対
す
る
深
い
傷
跡
と
抵
抗

が
あ
り
、
さ
ら
に
事
件
後
思
想
・
言
論
の
自
由
へ
の
制
約
が
強
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
対
す
る
抗

議
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
孤
蝶
は
二
個
師
団
増
設
に
反
対
し
軍
備
縮
小
も
訴
え
て
い

（
４
）

る
。
そ
し
て
こ

の
二
人
の
立
候
補
を
、
雑
誌
『
第
三
文
明
』
の
思
想
家
た
ち
や
、
孤
蝶
の
選
挙
資
金
を
得
る
目
的

で
出
版
さ
れ
た
『
現
代
文
集
』
に
寄
稿
し
た
総
勢
八
一
名
の
作
家
た
ち
が
支
援
し
て
い
る
こ
と
を

述
べ

（
５
）

た
。『
第
三
文
明
』
を
主
催
し
た
茅
原
華
山
が
幸
徳
秋
水
と
懇
意
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
指

摘
し
た
が
、『
現
代
文
集
』
を
出
版
し
た
実
業
之
世
界
社
の
経
営
者
野
依
秀
一
も
秋
水
と
関
わ
り

が
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
付
け
加
え
て
お
き
た

（
６
）

い
。
野
依
は
ま
た
、『
現
代
文
集
』
に
「『
金
が

あ
つ
た
ら
』
と
は
何
だ
」
と
い
う
題
で
寄
稿
も
し
て
い
る
。

夏
目
漱
石
「
私
の
個
人
主
義
」
に
見
る
大
逆
事
件
へ
の
抵
抗

馬
場
孤
蝶
衆
議
院
選
挙
立
候
補
と
新
聞
・
雑
誌
記
事
を
手
掛
か
り
に
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こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
大
正
四
年
三
月
の
衆
議
院
選
挙
は
、
当
時
の
大
勢
の
思
想
家
や
文
壇

の
ほ
と
ん
ど
と
も
い
え
る
作
家
た
ち
が
、
大
逆
事
件
や
そ
の
後
の
思
想
・
言
論
の
自
由
へ
の
抑
圧

に
対
す
る
批
判
を
抱
き
な
が
ら
、
強
化
さ
れ
て
い
く
発
禁
処
分
等
の
問
題
に
つ
い
て
、
直
接
的
に

闘
っ
た
出
来
事
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

大
逆
事
件
の
処
刑
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
一
月
で
あ
り
、
こ
の
選

挙
が
実
施
さ
れ
た
の
は
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
三
月
で
あ
る
。
明
治
か
ら
大
正
と
い
う
元
号
の

変
更
が
あ
る
が
、
こ
の
間
約
四
年
し
か
経
っ
て
お
ら
ず
、
事
件
の
衝
撃
は
人
々
の
な
か
で
生
き
続

け
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
し
て
漱
石
は
、
こ
の
孤
蝶
立
候
補
に
大
き
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。
雑
誌
『
反
響
』
は
、

孤
蝶
を
立
候
補
者
と
し
て
押
し
出
し
、「
立
候
補
の
理
由
」（
第
二
巻
三
号
、
大
四
・
三
）
を
掲
載

す
る
な
ど
、
そ
の
機
関
誌
と
な
っ
た
。『
反
響
』
を
主
催
し
た
の
は
、
漱
石
門
下
の
生
田
長
江
や

森
田
草
平
で
あ
っ

（
７
）

た
。『
反
響
』
第
一
巻
三
号
（
大
三
・
七
）「
編
輯
の
後
」
に
、「
一
号
の
題
字

は
漱
石
先
生
の
筆
を
累
は
し
た
。」
と
あ
る
。
ま
た
創
刊
号
に
は
、
徳
田
秋
江
「
夏
目
漱
石
氏
の

『
社
会
と
自
分
』」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
森
田
草
平
記
「
漱
石
山
房
座
談
（
一
）」
と
い

う
記
事
も
あ
り
、「
今
度
自
分
達
が
雑
誌
を
出
す
に
つ
い
て
先
生
（
塚
本
注
、
漱
石
）
に
も
応
援

を
お
願
い
し
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
反
響
』
は
漱
石
と
強
い
繋
が
り
を
持
っ

て
始
ま
っ
た
雑
誌
で
あ
っ
た
。

孤
蝶
が
立
候
補
し
た
と
き
、『
反
響
』
第
二
巻
三
号
「
編
輯
の
の
ち
」
で
は
、「
先
生
の
政
見
は

夏
目
漱
石
先
生
は
じ
め
二
十
人
ば
か
り
の
方
の
御
名
前
を
列
ね
た
推
薦
状
と
共
に
、『
反
響
』
号

外
と
し
て
印
刷
し
、
有
権
者
全
部
並
び
に
知
名
の
人
々
へ
配
布
す
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
。」
と

書
か
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
推
薦
状
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
「
詳
細
は
不

（
８
）

明
」
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
孤
蝶
の
選
挙
資
金
を
得
る
た
め
に
八
一
名
の
作
家
た
ち
の
原
稿
を
ま
と
め
て
急
遽
出
版

さ
れ
た
の
が
『
現
代
文
集
』
で
あ
り
、
巻
頭
を
飾
っ
た
の
は
漱
石
「
私
の
個
人
主
義
」
で
あ
っ
た
。

掲
載
は
寄
稿
承
諾
順
で
あ

（
９
）

り
、
漱
石
は
孤
蝶
支
援
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
出
来

（
10
）

る
。

大
逆
事
件
へ
の
批
判
を
抱
き
、
思
想
・
言
論
の
自
由
へ
の
抑
圧
に
反
対
し
て
立
候
補
し
た
孤
蝶

を
応
援
す
る
漱
石
の
行
為
は
、
大
逆
事
件
と
そ
の
後
の
時
代
に
対
し
て
抵
抗
を
示
す
行
動
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。

漱
石
は
『
現
代
文
集
』
に
「
私
の
個
人
主

（
11
）

義
」
を
掲
載
し
た
が
、
こ
れ
は
学
習
院
で
の
講
演
記

録
で
あ
り
、
本
来
は
学
習
院
の
『
輔
仁
会
雑
誌
』
に
掲
載
予
定
の
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。『
現

代
文
集
』
刊
行
の
一
〇
日
後
、「
輔
仁
会
に
於
け
る
講
演
」
と
い
う
題
で
『
輔
仁
会
雑
誌
』
第
九

五
号
（
大
四
・
三
・
二
二
、
学
習
院
輔
仁
会
）
に
も
掲
載
さ
れ
る
と
い
う
、
特
異
な
経
緯
を
辿
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
無
理
を
し
て
「
私
の
個
人
主
義
」
は
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
孤
蝶
を

支
援
し
た
漱
石
の
思
い
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来

（
12
）

る
。

で
は
、
漱
石
が
「
私
の
個
人
主
義
」
で
個
人
主
義
を
主
題
と
し
、
ま
た
自
ら
を
個
人
主
義
者
で

あ
る
と
述
べ
た
こ
と
は
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
。
次
に
当
時
の

新
聞
雑
誌
記
事
を
探
る
。
そ
し
て
、「
私
の
個
人
主
義
」
に
つ
い
て
考
え
た
後
、
漱
石
と
孤
蝶
が

共
鳴
し
合
う
点
に
つ
い
て
も
触
れ
て
み
た
い
。

二

大
逆
事
件
は
、
社
会
主
義
者
を
処
刑
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
捉
え
き
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
自
然

主
義
、
個
人
主
義
な
ど
の
西
洋
思
想
が
一
括
り
に
批
判
さ
れ
、
表
現
規
制
が
肯
定
さ
れ
る
と
同
時

に
、
儒
教
思
想
が
復
活
し
国
民
道
徳
の
確
立
が
目
指
さ
れ
て
い
く
言
説
が
あ
っ
た
。

大
逆
事
件
前
後
の
新
聞
・
雑
誌
記
事
を
見
る
な
か
で
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
井
上
哲
次

郎
の
言
葉
で
あ
る
。
少
し
辿
る
。

『
東
京
朝
日
新
聞
』（
明
四
一
・
五
・
一
五
）「
時
代
精
神
の
一
大
欠
陥
」
は
、「
第
二
回
朝
日
講

演
会
に
於
て
文
学
博
士
井
上
哲
次
郎
氏
が
演
説
せ
る
大
要
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
近
時
本
能
主
義
と
か
個
人
主
義
と
か
或
は
自
然
主
義
と
か
何
々
主
義
と
か
種
種
な
る
舶
来
思

想
の
輸
入
さ
れ
て
よ
り
日
本
の
思
想
界
特
に
青
年
の
思
想
に
大
動
揺
を
来
し
」
て
い
る
。
そ
れ
は

「
複
雑
な
る
思
想
の
輸
入
に
食
傷
」
し
て
「
意
思
力
の
非
常
に
弱
め
ら
れ
た
る
結
果
」
で
あ
り
、

こ
れ
を
救
ふ
道
は
「
日
本
民
族
の
武
士
道
」
を
「
強
大
に
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
る
。

井
上
は
、
個
人
主
義
や
自
然
主
義
な
ど
の
「
思
想
の
輸
入
」
に
よ
っ
て
動
揺
し
た
青
年
た
ち
を

救
う
道
と
し
て
、「
武
士
道
」
を
挙
げ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、『
東
京
朝
日
新
聞
』（
明
四
三
・
六
・
四
）「
家
族
主
義
と
個
人
主
義
」
は
、「
東
京
市

講
演
会
に
於
る
井
上
文
学
博
士
の
演
説
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
伝
え
て
い
る
。

日
本
が
「
対
外
的
運
動
を
」
す
る
に
当
た
っ
て
、「
民
族
の
一
致
結
合
」
が
「
理
想
的
に
出
来
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る
事
」
が
「
日
本
の
強
大
な
る
所
以
」
で
あ
る
。「
此
特
色
」
は
日
清
日
露
戦
争
に
発
揮
さ
れ
、

ロ
シ
ア
に
も
勝
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
家
族
制
度
、
祖
先
崇
拝
が
日
本
の
社
会
組
織
を
な
し

て
居
る
か
ら
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
「
此
精
神
を
破
壊
し
さ
う
に
思
は
れ
る
も
の
は
個

人
主
義
の
思
想
」
で
あ
る
が
、
家
族
制
度
に
は
「
神
武
紀
元
二
千
六
百
年
来
の
歴
史
」
が
あ
り
、

「
此
精
神
」
は
「
僅
々
四
十
年
や
五
十
年
」
で
は
破
壊
さ
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

井
上
は
、
戦
争
に
当
た
っ
て
家
族
制
度
や
祖
先
崇
拝
を
基
盤
と
す
る
「
民
族
の
一
致
結
合
」
が

出
来
る
事
が
「
日
本
の
強
大
な
る
所
以
」
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
破
壊
す
る
も
の
と

し
て
個
人
主
義
を
攻
撃
し
て
い
る
。

ま
た
井
上
は
、『
太
陽
』
第
一
六
巻
一
四
号
（
明
四
三
・
一
一
）「
現
代
思
想
の
傾
向
に
就
い
て
」

で
、「
我
当
局
者
は
世
の
言
論
を
取
締
る
こ
と
厳
に
し
て
社
会
主
義
、
自
然
主
義
等
に
関
す
る
出

版
物
の
発
売
を
禁
止
し
、
又
は
図
書
館
な
ど
の
図
書
中
に
就
て
も
、
そ
れ
に
類
す
る
も
の
ゝ
閲
読

を
禁
止
す
る
と
い
ふ
噂
で
あ
る
。」
と
述
べ
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

日
本
民
族
を
統
治
す
る
に
は
「
建
国
以
来
の
習
慣
が
大
切
」
で
あ
る
。
も
し
「
之
を
破
壊
す
れ

ば
之
に
代
る
何
も
の
も
な
い
。
か
の
幸
徳
秋
水
の
如
き
も
之
を
破
壊
し
て
後
之
に
代
る
べ
き
何
物

を
も
持
つ
て
居
な
い
」
と
述
べ
、
こ
れ
を
破
壊
す
る
「
危
険
な
る
社
会
主
義
は
、
当
局
者
に
於
て

も
厳
に
取
締
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
、「
先
般
検
挙
せ
ら
れ
た
人
々
の
如
き
は
皆
破

壊
主
義
者
で
あ
る
、
其
精
神
に
於
て
国
家
に
対
す
る
叛
逆
人
と
同
様
で
あ
る
。
謀
叛
人
で
あ
る
。」

と
、
大
逆
事
件
の
被
告
た
ち
を
断
罪
す
る
。
さ
ら
に
、
自
然
主
義
は
「
表
面
よ
り
見
れ
ば
」
社
会

主
義
の
よ
う
に
破
壊
的
で
は
な
い
が
、「
本
能
の
満
足
を
目
的
と
し
、
自
然
の
性
を
遂
げ
る
を
目

的
」
と
す
る
た
め
、「
道
徳
上
自
制
の
力
を
欠
く
」
と
批
判
し
、「
有
害
の
小
説
を
禁
止
す
る
」
必

要
が
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、「
極
端
な
る
個
人
主
義
」
も
「
自
己
の
た
め
に
は
全
世
界
を
犠

牲
と
し
て
も
宜
い
な
ど
ゝ
大
言
す
れ
ば
一
時
は
大
に
世
を
動
か
す
」
が
、
こ
れ
も
「
永
久
の
道
で

は
な
い
」
と
い
う
。

井
上
は
こ
の
よ
う
に
大
逆
事
件
の
被
告
た
ち
を
断
罪
し
な
が
ら
、
社
会
主
義
と
自
然
主
義
を
同

列
に
お
い
て
、
取
締
ま
り
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
個
人
主
義
も
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
逆
事
件
に
際
し
て
否
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
社
会
主
義
の
み
で
は
な
い
。
自
然
主
義
、
個
人

主
義
を
含
む
西
洋
思
想
の
否
定
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
取
締
ま
り
、
同
時
に
道
徳
を
強
化
し
よ
う
と

す
る
考
え
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
井
上
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
民
族
が
「
結
合
」
し
て
戦
争
に

勝
つ
た
め
に
他
な
ら
な
い
。
井
上
は
国
民
道
徳
論
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
で
あ
っ

（
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た
。

こ
う
い
っ
た
論
調
は
、
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。『
読
売
新
聞
』、
続
い
て
『
太
陽
』
を
見
て
い

く
。『
読
売
新
聞
』（
明
四
一
・
九
・
一
三
）「
評
論
之
評
論
」
で
は
、「
社
会
思
想
が
発
達
し
た
と

同
時
に
個
人
思
想
が
又
甚
く
発
達
し
て
来
た
の
は
現
在
の
状
態
で
あ
る
。
前
者
は
諸
人
平
等
の
生

活
を
絶
対
に
主
張
す
る
幾
多
の
社
会
主
義
と
な
り
、
後
者
は
我
国
に
は
未
だ
極
端
な
る
叫
声
を
聞

か
ぬ
け
れ
ど
、
勢
ひ
個
人
の
自
由
を
絶
対
に
維
持
せ
ん
と
す
る
無
政
府
主
義
或
は
虚
無
主
義
と
で

も
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
社
会
思
想
」
は
「
社
会
主
義
」
と
な
り
、「
個

人
思
想
」
は
「
無
政
府
主
義
或
は
虚
無
主
義
」
と
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
大
逆
事
件
の
後
、『
読
売
新
聞
』（
明
四
三
・
一
二
・
一
六
）「
修
身
書
講
習
会
」
に
は
、

「
欧
洲
文
明
の
余
毒
た
る
物
質
的
、
個
人
的
思
潮
は
深
く
国
民
の
頭
脳
に
浸
染
し
、
今
や
憎
む
べ

き
逆
徒
を
産
め
る
」
と
あ
る
。

『
太
陽
』
で
は
、
第
一
三
巻
二
号
（
明
四
〇
・
二
）
文
学
博
士
大
塚
保
治
「
日
本
文
明
の
将
来
」

に
、「
個
人
主
義
や
世
界
主
義
の
盛
に
行
な
は
れ
る
所
に
は
色
々
弊
害
も
あ
る
欠
陥
も
あ
る
。
一

般
に
社
会
の
団
結
力
と
い
ふ
も
の
が
弱
く
な
つ
て
、
或
は
無
政
府
主
義
が
起
つ
た
り
又
社
会
主
義

と
い
ふ
も
の
が
出
来
た
り
、
又
家
族
の
団
結
が
薄
弱
に
な
つ
て
親
子
の
関
係
が
疎
く
な
る
と
か
、

（
略
）
色
々
の
社
会
上
道
徳
上
の
弊
害
が
起
つ
て
来
る
。」
と
あ
る
。
個
人
主
義
や
世
界
主
義
の

「
幣
害
」
と
し
て
、
社
会
の
団
結
力
が
弱
く
な
り
、
無
政
府
主
義
や
社
会
主
義
が
生
じ
る
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、『
太
陽
』
第
一
八
巻
一
号
（
明
四
五
・
一
・
一
）
法
学
博
士
戸
田
海
市
「
社
会
主
義

と
個
人
主
義
」
で
は
、「
個
人
主
義
の
国
が
現
代
的
に
経
済
の
進
歩
を
来
た
す
と
き
は
社
会
主
義

は
起
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
個
人
主
義
に
は
種
々
の
長
所
と
短
所
と
が
あ
る
が
、
社
会
主
義
の
発
生

を
促
が
す
が
如
き
は
其
短
所
の
最
も
著
し
い
も
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い

（
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る
。

河
上
肇
は
大
逆
事
件
の
処
刑
後
、
明
治
四
四
年
三
月
の
『
中
央
公
論
』
第
二
六
年
三
号
「
日
本

独
特
の
国
家
主
義
」
で
、
日
本
思
想
界
の
現
状
を
分
析
し
、
日
本
人
の
「
宗
教
」
と
も
い
え
る
国

家
へ
の
「
崇
拝
」
を
明
ら
か
に
し
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
。

「
日
本
に
於
い
て
最
も
恐
れ
ら
る
ゝ
所
の
も
の
は
、
か
の
所
謂
無
政
府
主
義
な
り
。（
略
）
而
か

も
此
の
如
き
主
義
者
に
向
つ
て
言
論
の
自
由
を
得
せ
し
む
と
云
ふ
こ
と
其
れ
自
身
が
、
日
本
国
民

の
最
大
多
数
の
挙
つ
て
反
対
す
る
所
な
り
。
」
と
、
言
論
抑
圧
に
国
民
が
加
担
し
て
い
る
こ
と
を
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指
摘
す
る
。
そ
し
て
、「
日
本
人
が
無
政
府
主
義
者
を
恐
れ
且
つ
憎
む
」
の
は
、「
其
の
主
義
が
日

本
民
族
の
最
高
の
信
仰
た
る
国
家
至
上
主
義
に
絶
対
正
面
の
反
対
を
為
す
が
為
め
」
で
あ
り
、
こ

れ
は
社
会
主
義
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。
社
会
主
義
は
「
一
見
す
る
時
は
国
家
主
義
」

に
似
て
お
り
「
個
人
主
義
と
対
峙
」
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
社
会
主
義
の
「
根
本
の
精
神
、
本

来
の
出
発
点
、
最
後
の
立
脚
地
は
依
然
と
し
て
飽
く
ま
で
も
個
人
主
義
」
で
あ
る
と
論
じ
る
。
そ

し
て
、「
社
会
主
義
が
吾
国
に
於
い
て
極
力
排
斥
せ
ら
る
ゝ
所
以
の
も
の
は
、
其
の
根
本
の
精
神
、

本
来
の
面
目
が
這
個
の
個
人
主
義
な
る
が
為
め
の
み
。
否
な
、
一
歩
を
進
め
て
語
を
切
に
せ
ば
、

排
斥
せ
ら
る
ゝ
は
社
会
主
義
に
非
ら
ず
し
て
実
は
個
人
主
義
な
り
。」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

河
上
肇
は
、
大
逆
事
件
後
す
ぐ
に
発
表
さ
れ
た
こ
の
評
論
で
、
排
斥
さ
れ
て
い
る
の
は
社
会
主

義
で
は
な
く
個
人
主
義
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
を
求
め
て
い
る
の
は
「
日
本
国
民
の
最
大
多
数
」

で
あ
る
こ
と
を
、
鋭
く
見
抜
い
て
い
る
の
で
あ

（
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る
。

井
上
哲
次
郎
は
、
大
正
元
年
八
月
に
出
版
し
た
『
国
民
道
徳
概
論
』（
三
省
堂
）「
第
八
章
家
族

制
度
と
個
人
主
義
」
の
な
か
で
、「
こ
の
間
出
ま
し
た
逆
徒
な
ど
も
、
矢
張
り
極
端
な
個
人
主
義

の
徒
で
あ
り
ま
す
。
彼
等
は
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
（A

narchist
）
の
哲
学
を
信
じ
て
居
つ
た
。
が
、

そ
の
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
哲
学
と
云
ふ
の
は
、
極
端
な
個
人
主
義
で
あ
り
ま
し
て
、
絶
対
の
自
由
を

主
張
し
ま
し
た
。
尤
も
あ
の
逆
徒
の
中
に
、
社
会
主
義
の
考
の
あ
つ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
併

し
な
が
ら
絶
対
の
自
由
な
ん
と
い
ふ
こ
と
を
主
張
し
た
の
は
、
確
か
に
極
端
な
個
人
主
義
の
精
神

で
あ
り
ま
す
。」
と
述
べ
て
い
る
。

井
上
の
言
葉
も
、
排
斥
さ
れ
た
の
は
「
社
会
主
義
に
非
ら
ず
し
て
実
は
個
人
主
義
」
で
あ
る
と

い
う
河
上
肇
の
言
葉
を
証
明
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
個
人
主
義
批
判
の
広
が
り
は
、
教
育
に
道
徳
強
化
を
求
め
る
動
き
を
加

速
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

三

大
逆
事
件
が
起
き
た
後
、
教
育
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
、
道
徳
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
く
。
明
治

四
三
年
一
一
月
一
九
日
『
読
売
新
聞
』「
日
本
帝
国
と
無
政
府
主
義
」
の
法
学
博
士
穂
積
陳
重

「
教
育
の
大
本
に
帰
れ
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
危
険
思
想
の
予
防
策
と
し
て
は
大
に
（
略
）
国
民
教
育
を
盛
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
前
世
紀
ま
で
の
教
育
法
は
個
人
的
教
育
即
ち
個
人
の
道
徳
智
能
を
発
展
せ
し
む
る
方
法

を
執
り
来
つ
た
の
で
あ
る
が
欧
米
諸
国
な
ど
で
は
近
頃
段
々
国
家
主
義
や
国
際
主
義
が
盛
に

な
る
に
従
ひ
国
民
と
し
て
の
資
格
を
養
成
す
る
方
の
教
育
法
が
次
第
に
盛
と
な
つ
て
来
た
。

即
ち
普
通
教
育
に
於
い
て
国
家
と
か
君
主
と
か
人
民
と
か
い
ふ
観
念
凡
べ
て
国
民
の
義
務
国

民
の
道
徳
と
い
ふ
事
に
力
を
入
れ
て
教
育
す
る
。
こ
れ
に
依
つ
て
十
分
国
家
国
民
の
観
念
を

養
ひ
国
家
国
民
以
外
に
超
然
た
る
思
想
乃
至
迷
信
に
陥
ら
し
め
な
い
様
に
す
る
の
で
あ
る
。

穂
積
は
、
国
民
の
義
務
や
道
徳
を
強
化
す
る
教
育
へ
の
転
換
を
求
め
て
い
る
。
日
露
戦
争
以
降

次
第
に
台
頭
し
て
き
た
道
徳
復
活
が
、
大
逆
事
件
を
契
機
に
教
育
界
を
中
心
に
加
速
し
て
い
く
の

で
あ
る
。

大
逆
事
件
の
処
刑
直
後
、『
東
京
朝
日
新
聞
』（
明
四
四
・
一
・
二
六
）「
無
政
府
党
事
件
」
に

は
、
小
松
原
文
相
が
「
恐
懼
の
至
り
に
堪
へ
ず
」
と
述
べ
、
教
育
勅
語
の
重
要
性
に
ふ
れ
、「
国

民
の
思
想
を
健
全
に
す
る
」
た
め
に
「
学
校
と
家
庭
と
社
会
と
相
俟
ち
て
其
方
針
に
」
進
ま
ね
ば

な
ら
な
い
と
述
べ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、『
東
京
朝
日
新
聞
』（
明
四
四
・
四
・
二
一
）「
国
民
道
徳
に
関
す
る
訓
示
」
を
見
る
。

こ
こ
に
は
、「
平
田
内
務
大
臣
の
訓
示
演
説
」
と
し
て
、「
国
民
の
思
想
の
健
全
を
致
す
可
き
心
懸

を
諭
し
、
且
神
社
に
対
し
崇
敬
を
致
さ
し
む
可
き
心
得
、
並
に
宗
教
に
関
す
る
平
素
の
待
遇
法
を

提
示
す
る
」
こ
と
に
意
欲
を
示
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
記
者
は
賛
同
し
つ
つ
、
こ
の

よ
う
な
事
を
内
務
大
臣
が
訓
示
し
た
の
は
、「
西
洋
伝
来
の
破
壊
思
想
が
大
逆
事
件
と
ま
で
な
り

来
れ
る
に
対
し
、
急
に
感
ず
る
所
」
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
宗
教
面
の
強
化
も
図
ら
れ
て
い
く
。
そ
の
背
景
に
は
、
西
洋
思
想
が
大
逆
事
件
を

生
ん
だ
と
い
う
危
機
感
が
あ
っ
た
。

大
正
三
年
に
は
、『
東
京
朝
日
新
聞
』（
一
・
一
〇
）「
家
族
制
度
の
調
査
」
と
い
う
記
事
が
見

ら
れ
る
。「
現
在
の
教
育
方
針
は
家
族
制
度
を
根
本
」
と
し
、
教
科
書
な
ど
は
「
其
主
義
に
基
き

編
纂
さ
れ
」
て
い
る
が
、「
立
法
の
精
神
は
之
に
反
し
て
個
人
主
義
を
採
用
し
」
て
い
る
た
め
矛

盾
が
あ
る
。「
国
民
思
想
の
統
一
を
破
る
も
の
と
し
て
」、
昨
年
奥
田
文
相
は
両
者
の
統
一
の
必
要

を
言
明
し
た
が
、
い
よ
い
よ
「
統
一
調
和
」
の
た
め
に
昨
冬
か
ら
民
法
刑
法
、
教
科
書
等
が
調
査

中
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
家
族
主
義
を
根
本
と
す
る
教
育
と
、
個
人
主
義
を
採
用
す
る
立
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法
を
統
一
す
る
た
め
の
調
査
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
大
正
五
年
に
は
、
個
人
主
義
は
教
育
界
に
お
い
て
激
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
。
孤
蝶

が
立
候
補
し
た
選
挙
か
ら
約
一
年
半
後
の
こ
と
で
あ
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、『
東
京
日
日
新
聞
』

（
大
五
・
八
・
九
）「
個
人
主
義
匡
救
策
」
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、「
中
等
教
育
研
究

会
」
に
お
い
て
「
東
京
府
及
近
県
中
等
学
校
修
身
科
教
員
の
会
合
」
が
開
催
さ
れ
、「
個
人
主
義

の
思
潮
に
伴
ふ
弊
害
を
匡
救
す
る
方
案
」
に
つ
い
て
協
議
の
結
果
、「
一
の
成
案
を
得
て
之
を
世

間
に
発
表
し
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
個
人
主
義
は
近
時
漸
く
我
上
下
に
侵
潤
し
、

其
弊
害
少
か
ら
ず
、（
略
）
何
等
か
適
当
の
方
策
を
講
ず
る
必
要
あ
り
と
認
め
ら
る
ゝ
折
柄
な
れ

ば
、
同
研
究
会
の
匡
救
案
は
大
い
に
注
目
の
価
値
あ
り
。」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
こ
の
中
等
教
育
研
究
会
の
「
個
人
主
義
の
思
潮
に
伴
ふ
弊
害
を
匡
救
す
る
方
案
」
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。『
中
等
教
育
』
第
三
〇
号
（
修
身
科
協
議
会
号
）（
大
五
・
一

〇
）
に
は
、
そ
の
会
合
の
詳
細
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
参
会
者
名
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簿
」
に
は
一
三
九
名
の
氏
名

と
所
属
が
書
か
れ
、
東
京
と
そ
の
近
県
か
ら
教
員
が
参
加
し
て
い
る
事
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
会

長
嘉
納
治
五
郎
の
「
開
会
の
辞
」
が
掲
載
さ
れ
、
七
月
一
日
、
二
日
の
二
日
間
に
渡
っ
て
お
こ
な

わ
れ
た
発
表
や
討
議
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
「
成
案
」
と
し
て
、「
個
人
主
義
の
思
潮

に
伴
ふ
弊
害
を
匡
救
す
る
方
案
」
が
掲
載
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

個
人
主
義
の
思
潮
に
伴
ふ
弊
害
少
し
と
せ
ず
、
就
中

一
、
個
人
を
本
位
と
す
る
が
た
め
、
利
己
に
傾
き
、
国
家
社
会
を
重
ん
ぜ
ず
、
献
身
義
勇
奉

公
等
の
美
徳
を
害
す
る
に
至
る
。

二
、
個
人
の
自
由
解
放
を
主
張
す
る
が
た
め
、
放
恣
に
流
れ
、
秩
序
規
律
を
嫌
忌
し
、
国
家

の
統
一
、
国
民
の
結
束
を
薄
弱
な
ら
し
む
。

三
、
個
人
を
平
等
視
す
る
が
た
め
、
個
人
の
性
能
に
差
別
あ
る
と
、
社
会
の
体
制
に
秩
序
あ

る
と
を
顧
み
ざ
る
風
を
長
ず
る
憂
あ
り
。

此
等
は
我
が
国
民
の
現
状
に
顧
み
て
、
匡
救
を
要
す
る
こ
と
最
も
切
な
る
を
覚
ゆ
。

個
人
主
義
の
弊
害
が
列
挙
さ
れ
、
個
人
主
義
は
完
全
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
に
は
、
九

項
目
の
条
文
と
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
が
並
ん
で
い
る
。
条
文
を
少
し
見
る
。
第
二
条
に
は
、「
先
づ

父
母
師
長
の
権
威
を
重
ん
じ
、
其
の
訓
戒
命
令
に
従
順
な
ら
し
め
、
次
第
に
自
己
の
良
心
の
権
威

に
よ
り
て
行
動
す
る
品
性
を
養
成
す
る
こ
と
。」
と
あ
る
。
ま
た
第
六
条
に
は
、「
我
が
国
の
世
界

的
地
位
を
明
か
に
し
て
国
民
的
自
覚
を
深
く
し
、
我
が
国
家
国
体
を
愛
重
す
る
情
念
を
涵
養
し
、

皇
国
の
臣
民
と
し
て
の
修
養
を
積
ま
し
む
る
こ
と
。」
と
あ
る
。
忠
孝
や
「
国
民
的
自
覚
」
が
重

視
さ
れ
、
家
族
国
家
主
義
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
第
八
条
で
は
「
自
由
平
等
に
関
す
る
誤
解
を
防
止
矯
正
す
る
こ
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と
。」、
第
九
条
で
は
「
適

当
な
る
読
物
を
指
示
し
、
健
全
な
る
思
想
を
養
成
す
る
こ

（
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と
。」
と
あ
る
。
第
八
条
で
は
個
人
主

義
が
、
第
九
条
で
は
社
会
主
義
や
自
然
主
義
の
書
籍
が
警
戒
さ
れ
、
生
徒
指
導
の
強
化
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

最
後
に
、「
右
成
案
の
始
末
に
つ
き
て
は
」、「
文
部
内
務
両
省
当
局
」
に
話
し
、「
新
聞
社
、
雑

誌
社
等
に
配
布
し
て
、
廣
く
世
間
に
知
ら
し
む
る
こ
と
。」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
。

東
京
高
等
師
範
学
校
校
長
の
嘉
納
治
五
郎
を
会
長
と
す
る
、
中
学
校
修
身
科
教
員
が
多
数
参
加

し
た
中
等
教
育
研
究
会
で
こ
の
よ
う
な
案
が
成
立
し
た
こ
と
は
、
大
逆
事
件
以
降
高
ま
っ
た
西
洋

思
想
批
判
と
国
民
道
徳
推
進
の
要
請
が
、
教
育
界
に
お
い
て
一
つ
の
結
論
に
達
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
個
人
主
義
、
自
然
主
義
は
完
全
に
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
同
号
の
亘
理
章
三
郎
「
原
案
の
説
明
並
に
個
人
主
義
の
思
潮
に
伴
ふ
弊
害
の
実
例
」

を
見
て
お
き
た
い
。
亘
理
は
、「
個
人
主
義
の
思
潮
と
結
着
い
た
弊
害
を
研
究
」
す
る
の
に
「
適

切
な
材
料
」
が
あ
る
と
述
べ
、
様
々
な
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、「
或
る
地
方
の
学

校
」
に
以
前
い
た
生
徒
の
例
と
し
て
、「
幸
徳
秋
水
の
事
を
、
屢
々
得
意
に
な
り
て
」
語
り
、「
幸

徳
の
崇
拝
者
」
と
思
わ
れ
る
者
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
で
も
大
逆
事
件

の
記
憶
は
色
濃
く
残
っ
て
お
り
、
個
人
主
義
の
弊
害
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
こ
で
少
し
、
嘉
納
治
五
郎
の
思
想
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
漱
石

が
「
私
の
個
人
主
義
」
の
な
か
で
嘉
納
治
五
郎
に
触
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
嘉
納
は
、
現
在
は

「
日
本
の
体
育
の
父
」、「
柔
道
の
父
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
一
面
で
は
個
人
主
義
等
の
西
洋
主

義
を
批
判
し
国
家
主
義
を
肯
定
し
て
い
た
。『
読
売
新
聞
』（
明
四
〇
・
一
一
・
九
）
翠
雨
生
「
当

（
マ
マ
）

代
名
士
の
演
説
振
（
五
十
七
）」「（
卅
九
）

加

納
治
五
郎
氏
」
に
は
、
以
下
の
演
説
内
容
が
記

さ
れ
て
い
る
。

世
の
中
で
は
頻
り
に
教
育
々
々
と
云
ふ
け
れ
ど
も
、
唯
、
皮
相
の
教
育
で
は
何
に
も
な
ら
な

い
、
譬
へ
ば
洋
行
を
し
て
、（
略
）
万
事
欧
米
崇
拝
と
な
り
、
我
国
固
有
の
美
風
を
も
、
其

根
底
よ
り
打
破
せ
ん
と
す
る
も
の
ゝ
あ
る
の
は
、
実
に
慨
嘆
の
外
は
な
い
。
（
略
）
苟
も
世
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界
各
国
、
国
と
国
と
相
対
立
し
て
居
る
以
上
は
（
略
）
干
戈
を
交
ゆ
る
事
も
あ
ら
う
。（
略
）

平
生
に
於
て
も
、
国
の
文
明
を
進
め
、
富
国
強
兵
の
実
を
挙
げ
や
う
と
す
る
に
は
、
始
終
其

心
掛
け
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
（
略
）
此
大
目
的
を
達
す
る
上
に
於
て
は
、
仮
令
個
人
の
自

由
を
得
な
く
と
も
、
又
、
個
人
が
或
意
味
の
拘
束
を
受
け
て
も
、
さ
う
云
ふ
事
は
已
む
を
得

ぬ
の
で
あ
る
。

嘉
納
は
、
戦
争
す
る
か
も
し
れ
な
い
国
家
を
優
先
し
、
個
人
の
自
由
は
制
限
さ
れ
て
も
や
む
を

得
な
い
と
い
う
。
ま
た
、「
御
講
話

青
島
陥
落
記
念
―
大
に
国
家
を
念
と
す
べ
き
事
（
大
正
三

年
十
一
月
十
五
日
）」（『
嘉
納
塾
同
窓
会
雑
誌
』
第
三
四
号
、
大
四
・
一
二
）
で
は
、
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

個
人
主
義
と
云
ふ
事
は
屢
々
聞
く
こ
と
で
あ
り
、
又
廣
く
行
は
れ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。
人
は

往
々
国
家
社
会
の
為
め
に
尽
す
必
要
は
な
い
。
個
人
の
事
を
始
終
、
思
つ
て
ゐ
れ
ば
そ
れ
で

よ
い
の
で
、
そ
れ
が
国
家
な
り
社
会
な
り
に
尽
す
事
に
な
る
、
な
ど
と
言
ふ
。
こ
れ
は
一
理

あ
る
や
う
に
も
聞
え
る
が
、
実
は
誤
つ
た
考
で
、
ど
う
し
て
も
、
国
家
と
か
社
会
と
か
に
尽

す
と
云
ふ
考
が
常
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
教
育
勅
語
に
は
、
殆
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
道
徳
の
事
が

述
べ
ら
れ
て
あ
る
。

嘉
納
は
、
個
人
主
義
を
批
判
し
、
教
育
勅
語
を
崇
拝
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

話
を
戻
す
。
こ
の
よ
う
な
教
育
界
の
動
き
に
は
、
世
論
の
後
押
し
が
あ
っ
た
。
個
人
主
義
に
対

す
る
糾
弾
は
強
ま
る
。『
読
売
新
聞
』（
大
二
・
一
二
・
一
六
）「
個
人
本
位
教
を
駁
す
」
に
は
、

「
彼
等
の
勇
気
は
道
徳
的
の
勇
気
に
あ
ら
ず
、（
略
）
単
に
腕
白
小
僧
の
勇
気
の
み
」、「
大
胆
に
無

遠
慮
に
而
し
て
傍
若
無
人
に
振
舞
ふ
可
し
、
と
は
個
人
主
義
の
必
然
到
達
す
可
き
結
論
た
る
な

り
。」
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
非
難
は
、
暴
力
的
感
情
を
伴
っ
て
い
く
。『
東
京
朝
日
新
聞
』（
大
四
・
六
・
二
九
）

「
背
徳
漢
に
私
刑
」
を
見
る
。

「
千
葉
町
の
某
所
で
宴
会
が
あ
つ
た
時
」、
集
ま
つ
た
紳
士
の
一
人
が
「
道
徳
の
頽
廃
を
悲
み
個

人
主
義
の
増
長
を
慨
い
て
」
い
た
と
こ
ろ
、
聞
い
て
い
た
「
二
三
の
紳
士
が
其
矯
正
方
法
に
就
て

色
々
の
名
案
を
述
べ
立
て
た
が
」
月
並
な
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
い
た
「
某
弁
護
士
」

が
、「
道
徳
や
義
理
と
い
ふ
や
う
な
も
の
ゝ
頽
廃
を
喰
止
め
る
に
は
」、「
教
育
の
改
善
や
法
律
の

制
裁
な
ど
ゝ
云
ふ
姑
息
な
も
の
で
は
駄
目
」
で
あ
り
、「
背
徳
没
義
の
人
間
に
対
し
て
は
私
刑
を

加
へ
る
の
が
一
番
よ
い
」、「
頭
の
毛
を
三
分
の
一
も
剃
つ
て
や
る
と
か
背
徳
者
は
鎮
守
の
鳥
居
へ

縛
つ
て
置
く
と
い
ふ
や
う
な
刑
を
加
へ
る
」
と
弁
じ
立
て
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

個
人
主
義
者
を
「
極
悪
非
道
な
人
間
」
と
言
い
、「
私
刑
を
加
へ
る
の
が
一
番
よ
い
」
と
い
う

暴
言
が
吐
か
れ
て
い
る
。
市
中
で
は
こ
の
よ
う
な
事
ま
で
起
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
逆
事
件
で
排
斥
さ
れ
た
の
は
、
個
人
主
義
で
あ
り
自
然
主
義
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
大
逆
事

件
は
、
世
論
の
後
押
し
も
あ
っ
て
国
民
道
徳
の
確
立
を
求
め
る
動
き
に
拍
車
を
か
け
、
個
人
主
義

は
教
育
界
か
ら
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か
で
、
漱
石
の
「
私
の
個
人
主
義
」
は
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四

で
は
、「
私
の
個
人
主
義
」
に
つ
い
て
考
え
る
。
次
の
文
章
は
、
漱
石
の
大
逆
事
件
へ
の
批
判

が
う
か
が
え
る
箇
所
と
し
て
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

た
と
へ
ば
私
が
何
も
不
都
合
を
働
ら
か
な
い
の
に
、
単
に
政
府
に
気
に
入
ら
な
い
か
ら
と
云

つ
て
、
警
視
総
監
が
巡
査
に
私
の
家
を
取
り
巻
か
せ
た
ら
何
ん
な
も
の
で
せ
う
。
警
視
総
監

に
夫
丈
の
権
力
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
徳
義
は
さ
う
い
ふ
権
力
の
使
用
を
彼
に
許
さ
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
確
か
に
大
逆
事
件
へ
の
批
判
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ま
で
に
論
じ
て
き
た
同
時
代

の
言
説
を
背
景
に
置
く
と
き
、
こ
の
箇
所
に
垣
間
見
え
る
と
い
う
程
度
で
は
な
く
、
こ
の
講
演
全

体
が
大
逆
事
件
と
そ
の
後
の
状
況
へ
の
抵
抗
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
私
の
個
人
主
義
」
に
は
、「
或
人
」
に
対
す
る
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
が
終
盤
で
明
ら
か
に
さ
れ

る
。

或
人
は
今
の
日
本
は
何
う
し
て
も
国
家
主
義
で
な
け
れ
ば
立
ち
行
か
な
い
や
う
に
云
ひ
振
ら

し
又
さ
う
考
へ
て
ゐ
ま
す
。
し
か
も
個
人
主
義
な
る
も
の
を
蹂
躙
し
な
け
れ
ば
国
家
が
亡
び

る
や
う
な
事
を
唱
道
す
る
も
の
も
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
そ
ん
な
馬
鹿
気
た
筈

は
決
し
て
あ
り
や
う
が
な
い
の
で
す
。

国
家
が
危
く
な
れ
ば
個
人
の
自
由
が
狭
め
ら
れ
、
国
家
が
泰
平
の
時
に
は
個
人
の
自
由
が
膨
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脹
し
て
来
る
、
そ
れ
が
当
然
の
話
で
す
。
苟
く
も
人
格
の
あ
る
以
上
、
そ
れ
を
踏
み
違
へ
て
、

国
家
の
亡
び
る
か
亡
び
な
い
か
と
い
ふ
場
合
に
、
疳
違
ひ
を
し
て
只
無
暗
に
個
性
の
発
展
ば

か
り
目
懸
け
て
ゐ
る
人
は
な
い
筈
で
す
。
私
の
い
ふ
個
人
主
義
の
う
ち
に
は
、
火
事
が
済
ん

で
も
ま
だ
火
事
頭
巾
が
必
要
だ
と
云
つ
て
、
用
も
な
い
の
に
窮
屈
が
る
人
に
対
す
る
忠
告
も

含
ま
れ
て
ゐ
る
と
考
へ
て
下
さ
い
。

漱
石
は
「
忠
告
」
と
い
う
強
い
言
葉
を
使
っ
て
、「
国
家
主
義
で
な
け
れ
ば
」
な
ら
な
い
と
言

い
、
個
人
主
義
を
「
蹂
躙
し
な
け
れ
ば
国
家
が
亡
び
る
」
と
主
張
す
る
人
々
を
批
判
し
て
い
る
。

そ
の
矛
先
に
あ
る
の
は
、
先
に
挙
げ
た
井
上
哲
次
郎
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

前
半
か
ら
終
盤
に
至
る
ま
で
漱
石
が
主
張
し
て
い
る
の
は
、
個
人
主
義
は
「
蹂
躙
」
す
べ
き
も

の
で
は
な
く
、
幸
福
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
生
き
方
で
あ
る
と
い
う
、
個
人
主
義
の
擁
護
で

あ
る
。

漱
石
は
、「
自
己
本
位
」
に
生
き
る
個
人
主
義
の
具
体
例
と
し
て
、
自
己
の
ロ
ン
ド
ン
で
の
経

験
を
語
る
。
そ
し
て
、「
何
ん
な
犠
牲
を
払
つ
て
も
、
あ
ゝ
此
所
だ
と
い
ふ
掘
当
て
る
所
迄
行
つ

た
ら
宜
か
ら
う
と
思
ふ
の
で
す
。
必
ず
し
も
国
家
の
為
ば
か
り
だ
か
ら
と
い
ふ
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
又
あ
な
た
方
の
御
家
族
の
為
に
申
し
上
げ
る
次
第
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
貴
方
が
た
自
身
の
幸

福
の
た
め
に
、
そ
れ
が
絶
対
に
必
要
ぢ
や
な
い
か
と
思
ふ
か
ら
申
上
げ
る
の
で
す
。」
と
述
べ
る
。

国
家
や
家
族
の
た
め
で
は
な
く
「
自
身
の
幸
福
の
た
め
に
」、「
自
己
本
位
」
に
生
き
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
漱
石
は
、
権
力
・
金
力
に
つ
い
て
触
れ
る
。
学
習
院
に
学
ぶ
「
あ
な
た
方
」
が
、「
大

変
便
宜
な
」
ま
た
「
非
常
に
危
険
」
で
も
あ
る
権
力
・
金
力
を
手
に
す
る
と
き
、「
自
分
が
そ
れ

丈
の
個
性
を
尊
重
し
得
る
や
う
に
、
社
会
か
ら
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
他
人
に
対
し
て
も
其
個
性
を

認
め
て
、
彼
等
の
傾
向
を
尊
重
す
る
の
が
理
の
当
然
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
自
分
は
天
性
右
を

向
い
て
ゐ
る
か
ら
、
彼
奴
が
左
を
向
い
て
ゐ
る
の
は
怪
し
か
ら
ん
と
い
ふ
の
は
不
都
合
」
で
あ
る

と
、
自
己
の
自
由
と
共
に
他
人
の
自
由
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
権
力
・
金

力
を
握
る
者
は
他
人
の
自
由
を
権
力
・
金
力
に
よ
っ
て
「
妨
害
し
て
は
」
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、

「
義
務
」
と
「
責
任
」
が
附
随
し
て
い
る
こ
と
を
「
心
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
る
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
も
漱
石
の
、
思
想
・
言
論
の
自
由
が
抑
圧
さ
れ
て
い
く
状
況
へ
の
懸
念
を
読
み
取

る
こ
と
が
出
来
る
。

漱
石
は
、「
近
頃
自
我
と
か
自
覚
と
か
唱
へ
て
い
く
ら
自
分
の
勝
手
な
真
似
を
し
て
も
構
は
な

い
と
い
ふ
符
徴
に
使
ふ
や
う
で
す
が
、
其
中
に
は
甚
だ
怪
し
い
の
が
沢
山
あ
り
ま
す
。」
と
批
判

す
る
。
そ
し
て
、
英
国
の
例
を
挙
げ
る
。

あ
れ
程
自
由
で
さ
う
し
て
あ
れ
ほ
ど
秩
序
の
行
き
届
い
た
国
は
恐
ら
く
世
界
中
に
な
い
で
せ

う
。
日
本
な
ど
は
到
底
比
較
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
然
し
彼
等
は
た
ゞ
自
由
な
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
分
の
自
由
を
愛
す
る
と
と
も
に
他
の
自
由
を
尊
敬
す
る
や
う
に
、
小
供
の
時
分
か

ら
社
会
的
教
育
を
ち
や
ん
と
受
け
て
ゐ
る
の
で
す
。
だ
か
ら
彼
等
の
自
由
の
背
後
に
は
屹
度

義
務
と
い
ふ
観
念
が
伴
つ
て
ゐ
ま
す
。
（
略
）
私
は
貴
方
が
た
が
自
由
に
あ
ら
ん
事
を
切
望

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
同
時
に
貴
方
が
た
が
義
務
と
い
ふ
も
の
を
納
得
せ
ら
れ
ん
事
を
願

つ
て
已
ま
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
斯
う
い
ふ
意
味
に
於
て
、
私
は
個
人
主
義
だ
と
公
言
し
て

憚
ら
な
い
積
で
す
。

漱
石
は
義
務
を
伴
っ
た
自
由
を
説
き
、「
斯
う
い
ふ
意
味
に
於
て
」
と
定
義
し
た
う
え
で
、「
私

は
個
人
主
義
だ
と
公
言
し
て
憚
ら
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

漱
石
は
、
自
己
本
位
に
生
き
る
幸
福
と
と
も
に
、
他
人
の
自
由
を
認
め
る
重
要
性
、
権
力
金
力

を
握
っ
た
者
に
伴
う
義
務
や
責
任
、
自
由
に
伴
う
義
務
等
に
つ
い
て
述
べ
、
こ
れ
が
個
人
主
義
で

あ
り
自
分
は
個
人
主
義
者
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
当
時
の
政
府
、
思
想
・
教
育
界
、
世
論
の
感

情
的
な
個
人
主
義
批
判
の
高
ま
り
に
対
し
、
漱
石
が
個
人
主
義
と
は
如
何
な
る
も
の
か
を
論
理
的

に
説
明
し
て
見
せ
た
反
論
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

先
に
挙
げ
た
箇
所
を
も
う
一
度
見
た
い
。「
た
と
へ
ば
私
が
何
も
不
都
合
を
働
ら
か
な
い
の
に
、

単
に
政
府
に
気
に
入
ら
な
い
か
ら
と
云
つ
て
、
警
視
総
監
が
巡
査
に
私
の
家
を
取
り
巻
か
せ
た
ら

何
ん
な
も
の
で
せ
う
」。
こ
の
箇
所
に
は
大
逆
事
件
へ
の
批
判
が
あ
る
が
、
注
目
し
た
い
の
は
、

こ
の
後
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

斯
う
し
た
弊
害
は
み
な
道
義
上
の
個
人
主
義
を
理
解
し
得
な
い
か
ら
起
る
の
で
、
自
分
だ
け

を
、
権
力
な
り
金
力
な
り
で
、
一
般
に
推
し
広
め
よ
う
と
す
る
我
儘
に
外
な
ら
ん
の
で
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
個
人
主
義
、
私
の
こ
ゝ
に
述
べ
る
個
人
主
義
と
い
ふ
も
の
は
、
決
し
て
俗
人

の
考
へ
て
ゐ
る
や
う
に
国
家
に
危
険
を
及
ぼ
す
も
の
で
も
何
で
も
な
い
の
で
、
他
の
存
在
を

尊
敬
す
る
と
同
時
に
自
分
の
存
在
を
尊
敬
す
る
と
い
ふ
の
が
私
の
解
釈
な
の
で
す
か
ら
、
立

派
な
主
義
だ
ら
う
と
私
は
考
へ
て
ゐ
る
の
で
す
。
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こ
の
「
弊
害
」、
す
な
わ
ち
大
逆
事
件
は
、
個
人
主
義
を
理
解
し
て
い
な
い
日
本
に
お
い
て
起

き
た
「
権
力
」
側
の
横
暴
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
英
国
の
よ
う
に
個
人
主
義
が

発
達
し
、
個
人
の
思
想
が
尊
重
さ
れ
る
な
ら
こ
の
よ
う
な
事
件
は
起
こ
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
あ

る
。
漱
石
は
、
英
国
人
は
「
不
平
が
あ
る
と
能
く
示
威
運
動
を
遣
り
ま
す
。
然
し
政
府
は
決
し
て

干
渉
が
ま
し
い
事
を
し
ま
せ
ん
。
黙
つ
て
放
つ
て
置
く
の
で
す
。」
と
述
べ
て
も
い
る
。
そ
し
て

本
来
の
「
個
人
主
義
」
は
、「
俗
人
の
考
へ
て
ゐ
る
や
う
に
国
家
に
危
険
を
及
ぼ
す
も
の
」
で
は

な
い
、「
立
派
な
主
義
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

大
逆
事
件
が
排
斥
し
た
の
は
社
会
主
義
だ
け
で
は
な
く
本
質
的
に
は
個
人
主
義
で
あ
る
と
い
う
、

先
に
挙
げ
た
河
上
肇
や
井
上
哲
次
郎
の
言
葉
を
想
起
す
れ
ば
、
そ
し
て
事
件
後
個
人
主
義
批
判
が

加
速
し
、
国
家
主
義
や
国
民
道
徳
が
一
層
台
頭
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
個
人
主
義
を
「
立
派
な

主
義
」
と
す
る
漱
石
の
言
葉
は
、
大
逆
事
件
の
本
質
を
突
い
た
批
判
で
あ
る
と
い
え
る
。

学
習
院
と
い
う
学
校
で
、
学
生
を
前
に
こ
の
よ
う
な
言
葉
が
語
ら
れ
た
こ
と
は
、
個
人
主
義
批

判
が
高
ま
る
教
育
界
へ
の
反
駁
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
は
、
高
等
師
範
学
校
へ
の
違
和
感

と
し
て
も
表
さ
れ
て
い
る
。
漱
石
は
か
つ
て
の
就
職
体
験
を
、
一
見
さ
り
げ
な
く
次
の
よ
う
に
語

る
。

其
座
に
高
等
師
範
の
校
長
嘉
納
治
五
郎
さ
ん
と
、
そ
れ
に
私
を
周
旋
し
て
呉
れ
た
例
の
先
輩

が
ゐ
て
、
相
談
は
極
つ
た
、
（
略
）
高
等
師
範
の
方
へ
行
つ
た
ら
好
か
ら
う
と
い
ふ
忠
告
で

す
。
私
は
行
掛
り
上
否
だ
と
は
云
へ
ま
せ
ん
か
ら
承
諾
の
旨
を
答
へ
ま
し
た
。
が
腹
の
中
で

は
厄
介
な
事
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
と
思
は
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
す
。
（
略
）
私
は
高
等

師
範
な
ど
を
夫
程
有
難
く
思
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
の
で
す
。
嘉
納
さ
ん
に
始
め
て
会
つ
た
時
も
、

さ
う
あ
な
た
の
様
に
教
育
者
と
し
て
学
生
の
模
範
に
な
れ
と
い
ふ
や
う
な
注
文
だ
と
、
私
に

は
と
て
も
勤
ま
り
か
ね
る
か
ら
と
逡
巡
し
た
位
で
し
た
。

漱
石
は
高
等
師
範
学
校
と
嘉
納
へ
の
違
和
感
を
隠
さ
な
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
嘉
納
は
一

面
で
は
個
人
主
義
を
批
判
し
国
家
主
義
を
肯
定
す
る
思
想
を
持
っ
て
い
る
。
若
い
頃
の
出
来
事
と

し
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
、
教
育
勅
語
を
掲
げ
て
修
身
教
育
を
広
め
国
民
の
結
束
を
求

め
て
い
く
教
育
界
へ
の
、
漱
石
の
抵
抗
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

も
う
少
し
、
漱
石
と
嘉
納
と
の
立
場
の
違
い
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
漱
石
は
、
高
等
学
校
で

「
国
家
主
義
を
標
榜
し
た
八
釜
し
い
会
」
の
会
員
に
さ
れ
た
経
験
を
述
べ
、
発
会
式
で
次
の
よ
う

に
発
言
し
た
と
い
う
。

国
家
は
大
切
か
も
知
れ
な
い
が
、
さ
う
朝
か
ら
晩
迄
国
家
々
々
と
云
つ
て
恰
も
国
家
に
取
り

付
か
れ
た
や
う
な
真
似
は
到
底
我
々
に
出
来
る
話
で
な
い
。
（
略
）
国
家
主
義
を
奨
励
す
る

の
は
い
く
ら
し
て
も
差
支
な
い
が
、
事
実
出
来
な
い
事
を
恰
も
国
家
の
為
に
す
る
如
く
に
装

ふ
の
は
偽
り
で
あ
る
。

こ
の
漱
石
の
言
葉
は
、
嘉
納
の
思
想
と
対
立
す
る
。
嘉
納
は
、
例
え
ば
「
愛
国
心
」（『
国
士
』

第
四
巻
二
九
号
、
明
三
四
・
二
））
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

愛
国
心
と
云
ふ
語
に
就
て
世
人
が
直
に
聯
想
す
る
所
は
何
ぞ
や
。
即
ち
国
家
一
旦
緩
急
あ
ら

ば
、
一
命
を
鴻
毛
の
軽
き
に
比
し
、
国
家
の
為
に
は
、
之
を
棄
て
ゝ
顧
み
ざ
る
の
類
是
な
り
。

然
れ
ど
も
我
等
が
多
数
の
人
に
望
ま
ん
と
欲
す
る
こ
と
は
、
唯
国
家
を
愛
す
る
の
必
要
を
知

り
て
、
或
る
非
常
の
際
に
方
り
て
之
に
由
り
て
、
勇
進
す
る
の
み
に
非
ず
。
愛
国
心
は
、
日

常
須
臾
も
放
失
せ
ざ
ら
ん
こ
と
是
な
り
。
（
略
）
終
始
之
を
心
に
し
て
、
日
常
の
挙
動
も
、

自
ら
愛
国
の
心
よ
り
発
現
す
る
程
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

嘉
納
は
、「
日
常
の
挙
動
」
に
も
愛
国
心
の
「
発
現
」
を
求
め
て
い
る
が
、
漱
石
の
言
葉
で
は

そ
れ
は
「
偽
り
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
漱
石
に
と
っ
て
嘉
納
は
相
容
れ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
漱
石
は
個
人
主
義
を
主
題
と
し
て
、
自
ら
の
半
生
を
辿
り
、

個
人
主
義
と
は
何
か
を
説
明
し
、
幸
福
を
得
る
た
め
に
重
要
な
も
の
と
し
て
、
ま
た
他
人
の
自
由

を
認
め
権
力
・
金
力
の
横
暴
を
抑
制
す
る
も
の
と
し
て
そ
の
意
義
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
講
演
全
体
が
、
個
人
主
義
排
斥
を
根
底
に
持
つ
大
逆
事
件
へ
の
批
判
で
あ
り
、
事
件
を
契

機
に
一
層
個
人
主
義
を
攻
撃
し
、
国
家
主
義
や
国
民
道
徳
の
推
進
を
は
か
る
人
々
へ
の
抵
抗
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
漱
石
と
孤
蝶
が
共
鳴
し
合
う
点
で
も
あ
っ
た
。
孤
蝶
の
「
立
候
補
の
理
由
」

を
見
る
。
孤
蝶
は
冒
頭
で
、「
民
族
の
興
隆
は
、
そ
の
民
族
の
原
子
た
る
各
個
人
の
充
実
せ
る
活

動
に
俟
た
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。（
略
）
故
に
一
国
の
法
規
は
、
各
個
人
の
自
覚
、
各
個
人
の
正
当

な
る
活
動
に
対
し
て
、
妨
碍
と
な
り
、
不
便
で
あ
る
と
い
ふ
が
如
き
も
の
で
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
。」

と
、
個
人
の
尊
重
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
、「
歴
代
の
政
府
」
は
、「
盲
従
的
精
神
、
守
旧
の
精
神

を
ば
基
礎
と
し
た
教
育
を
、
国
民
に
強
ゐ
来
つ
た
。
予
等
は
、
官
学
偏
重
の
積
弊
を
打
破
し
、
文

（八）甲南大學紀要 文学編 第171号 （2021年３月） 日本語日本文学科



明
的
自
由
思
想
の
基
礎
に
、
我
国
教
育
の
精
神
を
置
か
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
、
当
時
の
教
育

を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
節
、
第
三
節
で
述
べ
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
見
れ
ば
、
こ
の

孤
蝶
の
言
葉
も
ま
た
井
上
や
嘉
納
ら
と
対
峙
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
漱

石
が
寄
稿
し
た
「
私
の
個
人
主
義
」
は
、
孤
蝶
の
「
立
候
補
の
理
由
」
と
、
こ
の
点
に
お
い
て
も

共
鳴
し
て
い
る
と
い
え
る
。

さ
ら
に
少
し
視
座
を
広
げ
、
漱
石
が
大
逆
事
件
の
頃
に
語
っ
た
言
葉
を
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

明
治
四
四
年
八
月
、
大
阪
で
の
講
演
「
文
芸
と
道
徳
」
で
は
、
自
然
主
義
と
道
徳
の
問
題
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
漱
石
は
「
猥
褻
」
と
い
う
一
語
で
自
然
主
義
文
学
を
断
罪
す
る
動
き

に
対
し
て
反
論
し
、
ま
た
明
治
以
前
の
道
徳
の
復
活
を
警
戒
し
時
代
に
逆
行
す
る
も
の
と
し
て
退

け
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
同
月
堺
で
の
講
演
「
中
身
と
形
式
」
で
は
、
漱
石
は
、
あ
ら
か
じ
め
決

め
ら
れ
た
「
形
式
」
即
ち
制
度
に
「
我
々
の
生
活
」
を
合
わ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
「
無
理
が
」
生
じ
、

「
騒
動
」
や
「
革
命
」
が
起
き
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
新
し
い
時
代
に
は
新
し
い
「
形
式
」
が
必

要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
も
道
徳
復
活
へ
の
批
判
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
講
演
に
社
会
主
義
と
い
う
言
葉
は
見
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
自
然
主
義
、
道
徳
と
い

う
面
か
ら
漱
石
は
大
逆
事
件
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
時
期
、
病
み
上
が
り
の
身
体
に
鞭

打
つ
よ
う
に
地
方
で
の
講
演
に
奔
走
し
て
い
る
こ
と
に
、
漱
石
の
危
機
感
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ

（
19
）

る
。お

わ
り
に

漱
石
は
、
大
逆
事
件
に
対
し
て
直
接
的
な
行
動
や
発
言
を
何
も
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

大
正
四
年
三
月
、『
反
響
』
が
押
し
出
し
た
孤
蝶
の
立
候
補
を
資
金
面
で
応
援
す
る
た
め
に
出

版
さ
れ
た
『
現
代
文
集
』
の
筆
頭
に
「
私
の
個
人
主
義
」
が
掲
載
さ
れ
る
。
こ
の
孤
蝶
立
候
補
の

動
機
に
、
大
逆
事
件
へ
の
抵
抗
と
、
そ
の
後
の
思
想
・
言
論
の
自
由
へ
の
抑
圧
等
に
対
す
る
批
判

が
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
と
き
、
孤
蝶
を
応
援
し
た
漱
石
の
行
為
も
ま
た
同
様
の
批
判
を
表
明

す
る
行
動
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、『
現
代
文
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
の
が
「
私
の
個
人
主
義
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
、
深

い
意
味
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
代
の
新
聞
・
雑
誌
記
事
等
を
探
る
な
か
で
、
大
逆
事
件
は

社
会
主
義
の
み
な
ら
ず
個
人
主
義
、
自
然
主
義
の
排
斥
で
あ
り
、
そ
こ
に
国
民
道
徳
推
進
の
動
き

が
連
動
し
て
い
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
個
人
主
義
を
主
題
と
し
て
語
り
、
自
分
は
個
人
主
義
者

で
あ
る
と
述
べ
た
漱
石
の
講
演
は
、
こ
う
い
っ
た
動
き
へ
の
抵
抗
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
個
人
を
尊
重
す
る
こ
と
を
訴
え
、
当
時
の
教
育
の
あ
り
方
を
批
判
す
る
点
に

お
い
て
も
、
孤
蝶
の
「
立
候
補
の
理
由
」
と
共
鳴
し
合
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
講
演
記
録

は
、
学
習
院
輔
仁
会
へ
の
義
理
を
欠
く
恐
れ
が
あ
っ
て
も
孤
蝶
の
衆
議
院
選
挙
立
候
補
へ
の
支
持

を
表
明
す
る
も
の
と
し
て
、『
現
代
文
集
』
編
集
者
の
手
に
渡
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

井
上
哲
次
郎
や
嘉
納
治
五
郎
と
い
っ
た
人
々
が
力
を
持
ち
、
国
民
道
徳
を
推
進
し
、
世
論
が
そ

れ
を
後
押
し
す
る
。
西
洋
思
想
を
排
斥
し
根
強
く
蘇
っ
て
く
る
道
徳
に
対
し
て
、
個
人
主
義
を
主

張
す
る
こ
と
が
漱
石
の
大
逆
事
件
へ
の
抵
抗
で
あ
っ
た
。
漱
石
は
孤
蝶
の
立
候
補
を
支
援
す
る
こ

と
で
、
共
に
闘
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）

明
治
四
三
年
八
月
、
漱
石
は
療
養
の
た
め
修
善
寺
に
赴
く
が
二
四
日
に
大
量
吐
血
し
危
篤
に
陥
る
。

一
〇
月
一
一
日
に
担
架
で
帰
京
し
入
院
、
翌
四
四
年
二
月
二
六
日
に
退
院
す
る
。

（
２
）

伊
豆
利
彦
『
漱
石
と
天
皇
制
』（
一
九
八
九
・
九
、
有
精
堂
出
版
）
は
、「
漱
石
は
大
逆
事
件
に
つ
い

て
、
な
に
ひ
と
つ
ふ
れ
て
い
な
い
。
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
絓
秀
実
『
「
帝
国
」
の
文
学
―
戦
争
と
「
大

逆
」
の
間
』（
二
〇
〇
一
・
七
、
以
文
社
）
に
、
「
夏
目
漱
石
が
、
「
大
逆
」
事
件
に
つ
い
て
何
ら
の
コ

メ
ン
ト
も
残
し
て
い
な
い
こ
と
は
」
解
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
「
ア
ポ
リ
ア
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
本

書
に
つ
い
て
高
橋
源
一
郎
が
書
評
「「
大
逆
」
と
明
治

『「
帝
国
」
の
文
学
』
を
読
む
」（
『
批
評
空
間
』

第
Ⅲ
期
第
二
号
、
二
〇
〇
二
・
一
）
を
記
し
、
絓
氏
と
の
間
で
論
争
が
起
き
た
。
押
野
武
志
「
漱
石
と

「
大
逆
」
事
件
論
争
の
行
方
」
（『
日
本
近
代
文
学
』
第
六
七
集
、
二
〇
〇
二
・
一
〇
）
に
詳
細
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

（
３
）

拙
論
「
晶
子
と
寛
、
大
逆
事
件
の
深
き
傷
跡
―
〈
新
資
料
〉
沖
野
岩
三
郎
宛
、
晶
子
紀
州
旅
行
の
礼

状
―
」（『
日
本
近
代
文
学
』
第
七
七
集
、
二
〇
〇
七
・
一
一
）

（
４
）

拙
論
「
馬
場
孤
蝶
と
与
謝
野
寛
、
大
正
四
年
衆
議
院
選
挙
立
候
補
―
大
逆
事
件
へ
の
文
壇
の
抵
抗
―
」

（『
近
代
文
学
試
論
』
第
四
八
号
、
二
〇
一
〇
・
一
二
）
で
、
孤
蝶
が
「
立
候
補
の
理
由
」
で
「
言
論
の

自
由
に
対
す
る
」
障
壁
の
打
破
を
述
べ
、
「
治
安
警
察
法
の
撤
廃
」
、「
新
聞
紙
条
例
の
撤
廃
」
を
訴
え

た
こ
と
、
ま
た
軍
備
縮
小
を
求
め
て
い
た
こ
と
等
も
論
じ
た
。

（
５
）

拙
論
「
馬
場
孤
蝶
・
与
謝
野
寛
の
衆
議
院
選
挙
立
候
補
と
雑
誌
『
第
三
帝
国
』
―
思
想
・
言
論
の
自

由
を
求
め
る
共
闘
―
」（
『
近
代
文
学
試
論
』
第
五
一
号
、
二
〇
一
三
・
一
二
）
、
拙
論
「
『
孤
蝶
馬
場
勝

彌
氏
立
候
補
後
援
現
代
文
集
』
と
思
想
・
言
論
の
自
由
―
書
い
た
作
家
・
書
け
な
か
っ
た
作
家
・
書
か
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な
か
っ
た
作
家
―
」
（
『
甲
南
大
学
紀
要
文
学
編
』
第
一
六
四
号
、
二
〇
一
四
・
三
）

（
６
）

佐
藤
卓
己
『
天
下
無
敵
の
メ
デ
ィ
ア
人
間

喧
嘩
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
野
依
秀
一
』（
二
〇
一
二
・

四
、
新
潮
社
）
に
、
野
依
は
大
逆
事
件
前
か
ら
秋
水
と
面
識
が
あ
り
、
秋
水
の
刑
死
直
前
に
市
ヶ
谷
未

決
監
で
偶
然
再
会
し
た
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）

堺
利
彦
が
寄
稿
す
る
等
社
会
主
義
者
も
参
加
し
て
い
る
。

（
８
）

松
尾
尊
兊
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
群
像
』
（
一
九
九
〇
・
九
、
岩
波
書
店
）

（
９
）
『
現
代
文
集
』
「
凡
例
」
に
「
原
稿
の
配
置
は
、
寄
稿
を
承
諾
せ
ら
れ
た
る
順
序
に
よ
る
。」
と
あ
る
。

（
10
）
『
反
響
』
と
漱
石
と
の
関
係
、
孤
蝶
立
候
補
と
漱
石
の
関
わ
り
等
は
、
松
尾
尊
兊
『
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
群
像
』
（
注
８
に
同
じ
）
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
氏
は
、
「
漱
石
は
他
の
寄
稿
者
に
率
先
し
て
、

こ
の
未
発
表
論
文
を
、
馬
場
孤
蝶
の
た
め
に
投
じ
た
こ
と
に
な
る
」
と
指
摘
、「
推
薦
状
の
筆
頭
に
、

漱
石
の
名
が
あ
る
こ
と
と
併
せ
考
え
る
と
」
、
「
漱
石
晩
年
の
政
治
思
想
の
実
体
に
接
近
す
る
有
力
な
手

が
か
り
を
与
え
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
松
尾
氏
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
視
点
か
ら
捉
え
て
お
り
、
拙

論
と
立
場
は
異
な
る
。

（
11
）

玉
井
敬
之
「
天
理
図
書
館
蔵
「
私
の
個
人
主
義
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
立
命
館
文
学
』
第
四
六
九
・
四

七
〇
・
四
七
一
号
、
一
九
八
四
・
九
）
は
、
漱
石
の
自
筆
原
稿
を
、
『
現
代
文
集
』
と
『
輔
仁
会
雑
誌
』

双
方
に
よ
る
編
集
印
刷
時
の
書
き
込
み
等
を
含
め
て
点
検
し
、
「
私
の
個
人
主
義
」
と
い
う
題
は
、『
現

代
文
集
』
の
「
編
集
に
関
係
し
た
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
印
刷
の
段
階
で
」
つ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
述
べ
て
い
る
。

（
12
）

孤
蝶
と
漱
石
の
実
際
の
交
流
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
馬
場
孤
蝶
と
与
謝
野
寛
、
大
正
四
年
衆
議

院
選
挙
立
候
補
」
（
注
４
に
同
じ
）
で
述
べ
て
い
る
。

（
13
）

渡
辺
善
雄
『
鷗
外
・
闘
う
啓
蒙
家
』（
二
〇
〇
七
・
二
、
新
典
社
）
は
、
第
三
部
第
三
章
で
大
逆
事

件
後
の
森
鷗
外
を
論
じ
る
な
か
で
、
井
上
哲
次
郎
が
個
人
主
義
を
攻
撃
し
国
民
道
徳
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
、
大
逆
事
件
の
処
刑
に
前
後
し
て
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
も
個
我
や
階
級
の
自
覚
に
立
つ
社
会
主

義
・
自
然
主
義
・
女
性
解
放
な
ど
を
否
定
す
る
井
上
哲
次
郎
ら
の
論
説
が
増
加
し
て
い
く
」
こ
と
等
を

述
べ
て
い
る
。

（
14
）
『
東
京
朝
日
新
聞
』（
明
四
三
・
八
・
二
七
）
「
時
代
の
病
（
十
五
）
恐
る
べ
き
破
壊
思
想
」
に
も

「
近
代
思
潮
の
一
大
特
質
は
権
威
の
無
視
で
あ
る
権
威
に
対
す
る
反
抗
で
あ
る
、（
略
）
自
然
主
義
と
い

ひ
社
会
主
義
と
い
ひ
、
若
く
は
虚
無
主
義
無
政
府
主
義
の
思
想
と
い
ひ
、
（
略
）
等
し
く
此
破
壊
的
思

想
に
胚
胎
せ
ざ
る
は
無
い
、
（
略
）
発
売
禁
止
、
検
挙
拘
束
、
果
し
て
如
何
程
の
効
力
を
及
ぼ
し
得
べ

き
か
」
と
あ
る
。

（
15
）
「
吾
人
は
今
日
の
情
勢
に
於
い
て
、
こ
れ
以
上
の
論
議
を
、
甚
し
く
迷
惑
な
る
誤
解
を
蒙
る
の
危
険

を
冒
す
こ
と
無
く
し
て
、
玆
に
之
を
述
べ
得
る
の
手
段
を
有
せ
ざ
る
」
と
あ
り
、
発
表
時
期
か
ら
見
て

も
大
逆
事
件
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）

目
次
に
は
「
参
会
者
名
簿
」
と
あ
る
。
見
出
し
で
は
「
東
京
府
及
近
県
中
等
学
校
修
身
科
協
議
会
名

簿
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
×
印
ハ
婦
人
席
」
と
あ
る
の
で
参
会
者
名
簿
と
判
断
で
き
る
。

（
17
）

第
八
条
の
説
明
に
「
個
人
主
義
の
余
弊
を
醸
す
も
の
は
蓋
し
自
由
平
等
に
関
す
る
誤
解
を
以
て
最
も

甚
だ
し
と
す
。
青
年
に
し
て
一
た
び
此
の
誤
解
に
陥
る
と
き
は
、
是
を
矯
正
す
る
こ
と
頗
る
難
き
を
以

て
、
予
め
深
切
な
る
教
授
を
施
し
て
是
を
未
発
に
防
止
す
る
こ
と
を
要
義
と
し
、
既
に
此
の
弊
に
陥
り

た
る
も
の
は
（
略
）
是
を
矯
正
す
る
こ
と
を
力
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
18
）

第
九
条
の
説
明
に
「
現
今
社
会
に
発
表
せ
ら
る
ゝ
言
論
、
著
作
に
は
、
生
徒
を
不
健
全
な
る
思
想
に

惑
溺
せ
し
む
る
も
の
甚
だ
多
き
を
以
て
、
教
育
者
は
此
等
に
就
き
て
適
当
な
る
批
判
を
与
へ
、
生
徒
を

し
て
適
従
す
る
所
を
知
ら
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
。

（
19
）

他
に
も
六
月
に
長
野
で
「
教
育
と
文
芸
」
、
八
月
一
三
日
明
石
で
「
道
楽
と
職
業
」
、
同
月
一
五
日
和

歌
山
で
「
現
代
日
本
の
開
化
」
等
多
数
講
演
し
て
い
る
。
伊
豆
利
彦
『
漱
石
と
天
皇
制
』
（
注
２
に
同

じ
）
は
、
漱
石
を
「
激
し
い
言
論
活
動
に
駆
り
た
て
た
」
の
は
大
逆
事
件
が
関
係
し
て
い
る
と
指
摘
す

る
。
中
村
文
雄
『
漱
石
と
子
規
、
漱
石
と
修
―
大
逆
事
件
を
め
ぐ
っ
て
―
』（
二
〇
〇
二
・
一
二
、
和

泉
書
院
）
も
「
事
件
の
悪
夢
を
払
拭
す
る
か
の
よ
う
」
と
述
べ
る
。
ま
た
伊
豆
氏
は
、
「
中
身
と
形
式
」

は
「
革
命
の
可
能
性
を
問
題
に
」
し
て
お
り
、
大
逆
事
件
後
の
危
機
意
識
が
現
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。

※
夏
目
漱
石
の
テ
キ
ス
ト
は
、
『
漱
石
全
集
』
第
一
六
巻
（
一
九
九
五
・
四
、
岩
波
書
店
）
に
拠
り
、
ル
ビ

等
は
適
宜
省
略
し
た
。

（
つ
か
も
と

あ
き
こ
）
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